
▲園児がふるさと農園でいもほりを体験
10月19日（月）から22日（木）の間、市内3保育園の園児約260人が北条鉄道等を利用してふるさと農園【古角岩夫さん
（西横田町）所有】に到着、いもほりを通じて収穫の喜びを体験しました。

今月の主な内容
●秋の褒章・叙勲…4 ●I Love my town 殿原町…8 ●タウントピックス…9 ●タウンインフォメーション…12

�

特集加西市文化祭を開催（2・3ページ）
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一
万
人
の
芸
術
・
文
化
愛
好
者
が
集
う

│
│

市
内
芸
術
家
の
祭
典
│
│

特特特特　　　　集集集集
加西市
文化祭

昨年のオラトリオの成果、男声合唱団“風”のみなさん

第
32
回
加
西
市
美
術
公
募
展
で

は
、
昨
年
か
ら
新
設
さ
れ
た
水
墨

画
を
含
む
７
部
門
に
３
９
９
点

（
３
３
４
人
）
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
全
体
的
に
大
き
な
作
品
が
増

え
質
的
に
も
向
上
し
て
、
審
査
の

結
果
95
点
の
入
賞
と
２
３
７
点
の

入
選
が
決
定
し
ま
し
た
。
美
術
家

協
会
長
賞
以
上
の
入
賞
者
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。

★★★★
洋
画
の
部
（
応
募
数
79
）

▽
市
長
賞
・
宮
脇
美
智
子
（
揖
保

郡
）
▽
議
長
賞
・
武
藤
洋
子
（
三

木
市
）
▽
教
育
委
員
会
賞
・
大
島

喜
久
子
（
神
戸
市
）
▽
文
化
連
盟

会
長
賞
・
堀
　
敏
文
（
姫
路
市
）

▽
美
術
家
協
会
長
賞
・
後
藤
由
美

（
窪
田
町
）

★★★★
日
本
画
の
部
（
応
募
数
16
）

▽
市
長
賞
・
川
端
瑞
代
（
姫
路
市
）

▽
議
長
賞
・
三
枝
布
佐
子
（
北
条
）

▽
教
育
委
員
会
賞
・
横
野
婦
美
子

（
宍
粟
郡
）
▽
文
化
連
盟
会
長
賞
・

増
田
幸
子
（
北
条
）
▽
美
術
家
協

会
長
賞
・
小
林
　
幸
（
姫
路
市
）

★★★★
水
墨
画
の
部
（
応
募
数
49
）

▽
市
長
賞
・
向
山
柏
汀
（
神
戸
市
）

▽
議
長
賞
・
久
保
柏
登
（
神
戸
市
）

▽
教
育
委
員
会
賞
・
吉
田
華
翠

（
常
吉
町
）
▽
文
化
連
盟
会
長
賞
・

杉
野
柏
蓉
（
西
宮
市
）
▽
美
術
家

協
会
長
賞
・
椋
本
万
亀
（
西
剣
坂

町
）

★★★★
版
画
の
部
（
応
募
数
49
）

▽
市
長
賞
・
長
谷
川
厚
子
（
神
戸

市
）
▽
議
長
賞
・
武
本
洋
子
（
神

戸
市
）
▽
教
育
委
員
会
賞
・
平
野

真
寿
美
（
姫
路
市
）
▽
文
化
連
盟

会
長
賞
・
池
永
久
吉
（
明
石
市
）

▽
美
術
家
協
会
長
賞
・
長
浜
太
三

郎
（
加
古
川
市
）

★★★★
書
道
の
部
（
応
募
数
57
）

▽
市
長
賞
・
村
上
九
華
（
中
野
町
）

▽
議
長
賞
・
森
田
麗
歳
（
古
坂
１

丁
目
）
▽
教
育
委
員
会
賞
・
中
塚

栄
（
池
上
町
）
▽
文
化
連
盟
会
長

賞
・
松
尾
百
代
（
中
野
町
）
▽
美

術
家
協
会
長
賞
・
内
藤
澄
香
（
小

谷
）

★★★★
工
芸
の
部
（
応
募
数
31
）

▽
市
長
賞
・
大
野
峻
平
（
小
野
市
）

▽
議
長
賞
・
福
岡
保
雄
（
姫
路
市
）

▽
教
育
委
員
会
賞
・
田
中
　
澪

加
西
市
美
術
公
募
展

「田園文化都市・加西市」の芸術・文化の集大成とも言える「第32回加西市文化祭」
を、先月末から市民会館を中心に開催しました。
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（
加
東
郡
）
▽
文
化
連
盟
会
長
賞
・

中
西
綾
子
（
古
坂
１
丁
目
）
▽
美

術
家
協
会
長
賞
・
羽
戸
武
司
（
神

崎
郡
）

★★★★
写
真
の
部
（
応
募
数
１
１
８
）

▽
市
長
賞
・
後
藤
忠
義
（
加
東
郡
）

▽
議
長
賞
・
し
み
ず
い
さ
を
（
飾

磨
郡
）
▽
教
育
委
員
会
賞
・
山
上

晃
（
川
西
市
）
▽
文
化
連
盟
会
長

賞
・
多
田
利
幸
（
神
崎
郡
）
▽
美

術
家
協
会
長
賞
・
小
田
久
雄
（
神

崎
郡
）

一
般
の
部
に
４
２
０
点
（
審
査

対
象
外
の
エ
ッ
セ
ー
11
点
、
一
行

詩
26
点
を
含
む
）、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

に
３
１
０
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
特
選
以
上
の
入
賞
者
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。

│
│
│
一
般
の
部
│
│
│
│
│
│
│
│

★★★★
俳
句
の
部
（
出
品
１
３
４
点
）

▽
推
薦
（
市
長
賞
）・
深
田
百
合

子
（
下
宮
木
村
町
）

▽
特
選
・
原
田
澄
子
（
古
坂
一
丁

目
）・
西
村
和
代
（
別
府
東
町
）・

初
田
典
子
（
朝
妻
町
）

★★★★
短
歌
の
部
（
出
品
１
８
１
点
）

▽
推
薦
（
市
長
賞
）・
後
藤
記
代

子
（
坂
元
町
）

加
西
市
文
芸
展

▽
特
選
・
金
井
久
代
（
田
原
町
）・

西
岡
民
子
（
西
笠
原
町
）・
深
山
は

る
代
（
広
原
町
）

★★★★
川
柳
の
部
（
出
品
68
点
）

▽
推
薦
（
市
長
賞
）・
後
藤
光
栄

（
古
坂
一
丁
目
）

▽
特
選
・
板
井
ち
さ
代
（
網
引

町
）・
田
中
千
代
野
（
小
野
市
）・

古
角
尋
子
（
西
横
田
町
）

│
│
│
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
│
│
│
│
│
│

★★★★
俳
句
の
部
（
出
品
２
６
４
点
）

▽
特
選

・
藤
原
美
苗
（
北
条
小
４
）

・
中
川
侑
乃
（
北
条
小
４
）

・
後
藤
洋
平
（
富
田
小
５
）

・
山
野
慎
悟
（
富
田
小
５
）

・
市
場
稔
也
（
九
会
小
４
）

・
西
村
小
保
子
（
富
合
小
６
）

・
森
　
友
美
（
富
合
小
６
）

・
金
川
真
大
（
日
吉
小
６
）

★★★★
短
歌
の
部
（
出
品
35
点
）

▽
特
選
・
見
上
右
起
（
賀
茂
小
６
）

★★★★
川
柳
の
部
（
出
品
11
点
）

▽
特
選
・
内
橋
春
佳
（
宇
仁
小
６
）

加
西
市
文
化
祭
の
両
翼
を
担
う

美
術
公
募
展
と
文
芸
展
に
は
、
市
内

外
か
ら
創
造
性
や
個
性
豊
か
な
作
品

の
数
々
が
出
品
さ
れ
、
例
年
以
上
に

レ
ベ
ル
の
高
さ
に
審
査
も
難
航
し
ま

し
た
。

芸
能
祭
で
は
、
加
西
市
芸
能
協
会

の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
民
舞
、
手
品
、

邦
楽
、
詩
舞
道
、
謡
曲
な
ど
、
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
す
べ
く
伝

統
芸
能
を
ス
テ
ー
ジ
い
っ
ぱ
い
に
、
華

麗
か
つ
豪
快
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

い
け
ば
な
展
で
は
、
市
内
十
流
派

が
競
演
、
力
作
を
多
数
出
品
さ
れ
、

そ
の
美
を
競
い
ま
し
た
。

茶
席
で
は
、
加
西
市
茶
道
協
会
の

皆
さ
ん
の
優
雅
な
お
手
前
が
、
訪
れ

た
方
々
を
秋
の
か
お
り
た
だ
よ
う
風

雅
の
世
界
へ
と
誘
い
ま
し
た
。

毎
年
熱
戦
が
続
く
囲
碁
、
将
棋

愉快な手品に会場も和みました

大
会
で
は
、
今
年
も
た
く
さ
ん
の
参

加
者
の
熱
気
で
いっ
ぱ
い
で
し
た
。

ま
た
、
市
民
音
楽
祭
で
は
、
市
内

16
団
体
が
出
場
し
、
素
晴
ら
し
い
音

楽
の
連
続
に
、
満
員
の
聴
衆
も
う
っ

と
り
。

こ
れ
ら
文
化
祭
の
各
会
場
を
訪
れ

た
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
素
晴
ら
し

い
芸
術
・
文
化
に
触
れ
、
き
っ
と
芸
術

の
秋
を
満
喫
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

市内十流派が競い合い“美”を演出

まさに“戦場”の熱気!
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加西市議会議員

篠倉継也さん（60）
上若井町

市議会議員として７期28年目、
この間、議長をはじめ各常任委員
長を歴任されました。このほかにも
区長、農業青年会議など数多く地
域の世話役を務めてこられました。
「いろんな役がまわってきたけれど、
みんなが喜んでくれると思えば苦に
もならず力を注いで来ました。今後
も地域の発展に尽くしていきます。」
と力強く語られました。

加
西
の
秋
の
風
物
詩

菊
花
・
盆
栽
展

★★★★
農
林
水
産
大
臣
賞

▽
総
合

黒
田
広
海
（
鶉
野
上
）

▽
黒
松

藤
本
　
薫
（
古
坂
）

★★★★
知
事
賞

▽
大
菊

森
本
博
昭
（
江
ノ
木
）

▽
菊
盆
栽

織
田
勇
雄
（
鶉
野
南
）

▽
も
み
じ

藤
部
見
吉
（
横
尾
）

★★★★
市
長
賞

▽
総
合

塚
本
源
蔵
（
中
西
南
）

▽
菊
盆
栽

西
田
早
雄
（
下
宮
木
）

▽
大
菊

北
川
茂
雄
（
笠
屋
）

▽
黒
松

団
野
健
児
（
青
野
原
）

▽
さ
つ
き

古
元
清
士
（
下
宮
木
）

★★★★
県
議
会
議
員
賞

▽
大
菊

西
田
早
雄
（
下
宮
木
）

▽
黒
松

丸
山
卓
雄
（
殿
原
）

★★★★
市
議
会
議
長
賞

▽
菊
盆
栽

高
橋
良
一
（
乙
和
泉
）

▽
五
葉
松

松
原
正
治
（
多
可
郡
）

★★★★
教
育
委
員
会
賞

▽
学
校

加
西
養
護
学
校

▽
錦
松

東
一
　
喬
（
黒
駒
）

第32回

力作が並び、見る人を圧倒する美しさを持つ菊の数々

平成10年秋の褒章が11月1日（日）、叙勲が11月3日（文化の日）にそれぞれ発表され、加西市からは
地方自治、保育､消防団活動の分野で功績のあった3名が受章されました。

藍綬褒章

善防保育所副所長

永井昭子さん（68）
西笠原町

22歳で保母になられ、45年間を
保育の現場で過ごし、子供たちと
接してこられました。「はつらつとし
た子供たちに元気をもらって、ただ
一生懸命夫の後を追い続けてきた
ようなものです。」と謙虚に語られ、
受章を機に「初心を思い起こし、
地域に親しまれる保育所づくりを目
指したい。」と新たな決意を述べら
れました。

勲六等瑞宝章

元加西市消防団分団長

高橋佐太郎さん（71）
北条町南町

23歳で消防団に入団され、分
団長を退かれるまで32年の長きに
わたり消防団活動に打ち込まれま
した。「火災はいつ起こるか分から
ないので、常に気持ちを引き締め
ていました。消防団活動を通じて
多くの人と出会え、世間が広がりま
した。先輩もたくさんいらっしゃるの
で気恥ずかしい感じがします。」と
控えめに喜びを表わされました。

勲七等青色桐葉章

永年の功績をたたえて

10
月
31
日
（土）
、
第
32
回
加
西
市
菊
花
・
盆
栽
展
の
審
査
会
が
行
な
わ

れ
、
4
1
9
点
の
出
品
の
中
か
ら
各
賞
の
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
賞
以
上
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）
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ほらいっぱい獲れたでしょ

小
学
生
が
稲
刈
り
を
体
験

富
合
小
学
校
で
収
穫
祭

10
月
20
日
�
、
富
合
小
学
校
の

児
童
が
稲
刈
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

同
小
で
は
兼
業
農
家
の
児
童
が
大
半

を
占
め
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
農
作

業
の
機
械
化
等
か
ら
ほ
と
ん
ど
農
作

業
の
経
験
の
な
い
こ
と
か
ら
、
同
小
Ｐ

Ｔ
Ａ
（
清
水
雅
之
会
長
）
の
協
力
で
、

田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま
で
の
農
作
業

を
体
験
し
ま
し
た
。
手
に
手
に
鎌
を

持
っ
た
児
童
た
ち
が
、
懸
命
に
稲
を

刈
り
、
昔
な
が
ら
の
手
動
脱
穀
機
を

使
い
収
穫
し
ま
し
た
。
収
穫
し
た
も

ち
米
を
使
っ
て
餅
つ
き
を
す
る
「
収
穫

祭
」
が
11
月
７
日
�
に
行
な
わ
れ
、

自
分
で
育
て
た
米
を
味
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
校
区
内
の
一
人
暮
し
の
お
年

寄
り
に
も
こ
の
餅
を
味
わ
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

80
年
ぶ
り
の
全
面

修
理上

野
町
の
石い
そ

部べ

神
社
（
柴
田
二
三

男
宮
司
）
で
は
、

十
町
の
氏
子
７
０

０
戸
の
協
力
で
み

こ
し
の
全
面
改
修

が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
新
装
な
っ
た

美
し
い
み
こ
し
が
約
70
人
の
上
野

町
の
担
ぎ
手
に
よ
り
氏
子
内
を
練

り
歩
き
ま
し
た
。

39
年
ぶ
り
の
み
こ
し

ま
た
、
田
谷
町
の
八
王
子
神
社

（
山
本
勇
二
宮
司
）
で
は
、
創
建
９

６
０
年
記
念
と
し
て
、
氏
子
約
４

６
０
戸
の
協
力
で
屋
根
の
葺
き
替

え
が
行
な
わ
れ
た
拝
殿
と
幣

殿
の
お
披
露
目
と
、
昭
和
34

年
以
来
途
絶
え
て
い
た
み
こ

し
が
39
年
ぶ
り
に
担
ぎ
出
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
み
こ
し
は
、

地
元
８
町
の
消
防
団
を
中
心

と
し
た
有
志
に
よ
っ
て
担
が

れ
、
経
験
者
の
少
な
い
こ
と

か
ら
９
月
か
ら
猛
練
習
が
行

な
わ
れ
こ
の
日
に
備
え
ら
れ

ま
し
た
。

10
月
25
日
（日）
寿
公
園
（
北
条
町

横
尾
）
に
お
い
て
、
第
12
回
子
供

相
撲
大
会
が
行
な
わ
れ
、
市
内
の

小
学
校
５
・
６
年
生
の
男
子
２
５

０
人
が
参
加
。
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

★
優
勝
者

（
敬
称
略
）

5
年
生
の
部

○
団
体

下
里
Ｂ

○
個
人

岸
本
淳
希
（
下
里
）

6
年
生
の
部

○
団
体

下
里
Ｂ

○
個
人

村
岡
英
夫
（
北
条
）

力強い取り組みの連続

カラーでないのが残念な金色のみこし（石部神社）

練習の成果はバッチリ（八王子神社）

10
月
10
日
（
体
育
の
日
）
を
中
心
に
市
内
各
地
で
豊
作

を
祝
う
秋
祭
り
が
盛
大
に
と
り
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

ち
び
っ
こ
力
士
が

熱
戦
を
展
開

子
供
相
撲
大
会

岡
猛
さ
ん
（
畑
町
）
が
法
務
大
臣

か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
今
年
９
月
14
日
付
で

人
権
擁
護
委
員
を
退
任
さ
れ
た
山
下

松
男
さ
ん
（
窪
田
町
）
に
法
務
大
臣

か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

山
下
さ
ん
は
平
成
４
年
に
就
任
二

期
６
年
間
に
わ
た
り
献
身
的
に
委
員

を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
本
市
に
は
９

名
の
人
権
擁
護
委
員
の
方
々
が
お
ら

れ
ま
す
の
で
人
権
問
題
で
お
悩
み
の

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
毎

月
１
回
人
権
相
談
日
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

岡　　猛さん 山下松男さん

岡
　
猛
さ
ん
が
人
権
擁
護
委
員
に
就
任

前
委
員
の
山
下
松
男
さ
ん
に
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

※12月は世界人権宣言50周年・人権擁
護委員制度50周年記念月間です。
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け
る
申
立
書

④
入
所
申
込
児
童
家
庭
調
査
表

※
給
与
所
得
者
の
源
泉
徴
収
票
は
来

年
２
月
12
日
（金）
ま
で
に
社
会
福
祉
課

ま
た
は
各
保
育
所
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。来

年
４
月
１
日
か
ら
加
西
市
立
幼

稚
園
に
入
園
を
希
望
す
る
方
を
対
象

に
、
入
園
願
書
の
受
付
け
を
行
な
い

来
年
４
月
１
日
か
ら
保
育
所
（
園
）

入
所
を
希
望
す
る
児
童
を
対
象
に
、

申
込
の
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
の
で
、
入
所
を
希
望
さ
れ
る
保
育

所
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
二
人

以
上
の
児
童
が
同
時
に
入
所
の
場
合

は
１
人
ず
つ
）。
申
込
用
紙
は
各
保
育

所
に
あ
り
ま
す
。

指
定
日
に
来
ら
れ
な
い
方
は
、
12

月
11
日
（金）
か
ら
18
日
（金）
の
間
に
社
会

福
祉
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
10
年
度
入
所
申
込
書
で
、

保
育
の
実
施
を
11
年
度
以
降
も
希
望

さ
れ
た
方
は
、
申
込
み
が
省
略
さ
れ

ま
す
。（
詳
し
く
は
各
保
育
所
へ
）

◎
保
育
料

一
律
で
は
な
く
、
児
童
の
属
す
る

世
帯
員
（
父
母
お
よ
び
生
計
を
主
宰

す
る
祖
父
母
）
の
平
成
10
年
分
の
所

得
税
額
お
よ
び
10
年
度
市
民
税
額
で

決
定
し
ま
す
。

◎
保
育
の
実
施
期
間

小
学
校
就
学
始
期
ま
で
の
保
育
に

欠
け
る
と
見
込
ま
れ
る
機
関

◎
入
所
申
込
に
必
要
な
も
の

①
入
所
申
込
書

②
印
鑑

③
勤
務
・
内
職
証
明
書
、
保
育
に
欠

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
・
幼
稚
園
の

入
所
・
入
園
者
募
集

保
育
所
入
所

平成11年度平成11年度

幼
稚
園
入
園

人材育成基金は、加西市名誉市民後
藤清一氏から寄贈のあった一億円を基金
にして、その利息を運用し、市の発展のた
め、学術、芸術、スポーツ、文化の高揚
および産業の振興に貢献している方に資金
助成するものです。
また、友好都市米国プルマン市への中
学生、高校生の派遣についても同基金を
活用しています。

◎対　象 市内に居住、または通勤、通

学する方、および加西市出身の方や加西

市にゆかりのある方で、それぞれの分野で

めざましい活躍を続けている若い方

◎例えば、このような方
�優れた学術的研究をされている方
�健全な芸術、芸能等の活動により、特
に文化の向上に寄与している方
�スポーツ分野において、輝かしい活動を
し、その功績と成績が特に顕著な方
�輝かしい発明、考案等により、産業の振
興に著しく貢献している方

◎申込先 教育委員会学校教育課

（電話42－８７７２）

人材育成基金をあなたに!!
加西の星に最高200万円
――自薦他薦は問いません――

★保育所入所申込受付日程★

ま
す
。
願
書
は
11
月
20
日
付
け
で
保

護
者
に
送
付
し
ま
す
。

◎
入
園
資
格

市
内
に
住
所
の
あ

る
５
歳
児
（
平
成
５
年
４
月
２
日
〜

６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

◎
申
込
に
必
要
な
も
の

願
書
、
印
鑑

◎
申
込
み

12
月
１
日
�
〜
３
日

�
の
午
後
３
時
〜
５
時
に
直
接
入
園

を
希
望
す
る
幼
稚
園
へ

◎
問
合
先

各
幼
稚
園
お
よ
び
学

校
教
育
課
（
�
�
８
７
７
１
）

12
／
10
（木）

北

条

保

育

園

12
／
9
（水）

多

聞

保

育

園

善

防

保

育

所

12
／
8
（火）

北
条
西
保
育
所

富

田

保

育

所

12
／
7
（月）

賀

茂

保

育

所

北
条
南
保
育
所

12
／
4
（金）

日

吉

保

育

園

宇

仁

保

育

園

12
／
3
（木）

泉
第
一
保
育
所

泉
第
三
保
育
所

12
／
2
（水）

別

府

保

育

園

白

竜

保

育

園

12
／
1
（火）

月
　
日

九

会

保

育

園

午
前
9
時

〜
正
午

午
後
1
時
30
分

〜
4
時
30
分

受
　
付
　
場
　
所

田

原

保

育

園
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身
近
か
な
自
然
環
境
を
総
合
調
査

植
物
の
貴
重
種
も
確
認

自
然
部
会
は
、
市
史
編
さ
ん
の
機

会
に
市
域
の
自
然
環
境
を
体
系
的
に

調
査
し
、
記
録
し
、
そ
の
成
果
を
市

民
へ
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
こ
の
作
業
は
市
に
と
っ
て
初
め
て

の
試
み
で
あ
り
、
成
果
は
市
域
内
外

の
人
間
活
動
、
歴
史
的
営
み
の
舞
台

を
知
る
こ
と
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

調
査
の
対
象
と
し
て
は
、
市
域
を

め
ぐ
る
自
然
の
特
徴
を
考
え
、
気

象
・
気
候
・
地
形
・
地
質
・
土
壌
・
植
生
・

池
沼
植
生
・
水
生
動
物
な
ど
で
す
。

担
当
者
は
長
年
、
播
磨
各
地
の
同
種

の
現
象
を
調
査
し
て
き
た
専
門
の
研

究
者
十
二
人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

他
の
部
会
が
埋
も
れ
て
い
た
歴
史

資
料
に
つ
い
て
時
間
を
か
け
て
掘
り
起

こ
し
て
い
く
作
業
で
あ
る
の
に
対
し
、

自
然
部
会
の
対
象
物
の
多
く
は
現

在
、
人
間
の
営
み
に
よ
っ
て
日
々
に
、

か
つ
大
幅
に
変
化
さ
せ
ら
れ
、
失
わ

れ
て
い
る
状
態
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
調
査
は
緊
急
を
要
し
、
自
然
部
会

と
し
て
は
で
き
る
だ
け
早
期
に
記
録

し
、
問
題
点
を
把
握
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
市
史
編
さ
ん
委
員
会
の
他

部
会
に
先
行
し
て
集
中
的
な
調
査
を

行
っ
て
お
り
、
平
成
11
年
度
中
に
調

査
を
終
え
、
同
12
年
に
執
筆
に
か
か

る
予
定
で
す
。

成
果
は
市
域
の
地
形
・
地
質
、
植

生
、
土
壌
、
小
字
な
ど
が
二
万
五
千

〜
五
万
分
の
一
の
縮
尺
で
地
図
化
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
詳
し
い
解
説
を
付

け
て
市
民
に
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、

市
域
に
多
い
た
め
池
に
は
特
徴
的
な
、

あ
る
い
は
貴
重
な
種
の
植
生
の
存
在

や
小
動
物
の
棲
息
が
明
ら
か
に
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
そ
れ
ら
も
詳
し
く
報
告

し
、
優
れ
た
加
西
市
域
の
自
然
の
保

全
に
つ
い
て
考
え
る
資
料
と
な
る
で
し

ょ
う
。

（
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）

加
西
市
史
編
さ
ん
委
員
会
　
自
然
部
会
長

田
　
中
　
眞
　
吾自然部会委員の現地調査

＝玉丘町、玉丘古墳で＝

県
内
在
住
の
外
国
人
の
皆
さ
ん

に
、
日
本
に
来
て
驚
い
た
こ
と
や

不
思
議
に
思
っ
た
こ
と
を
ユ
ー
モ

ア
た
っ
ぷ
り
に
話
し
て
も
ら
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
に
も
審
査
員
に
な

っ
て
い
た
だ
き
、
コ
ン
テ
ス
ト
の

後
に
は
表
彰
式
を
兼
ね
た
楽
し
い

交
流
会
も
行
な
い
ま
す
。
是
非
ご

外
国
人
に
よ
る

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

来
場
く
だ
さ
い
。

日
　
時

11
月
29
日
（日）

午
後
１
時
30
分

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

第
３
研
修
室

入
場
料

無
料

問
合
先

加
西
市
都
市
親
善
友
好
協

会
事
務
局
（
電
話
42
│
８
７
０
１
）

来
聴
歓
迎
!!

日本人には考えられないエピソードの連続

★
第
29
回
親
善
サ
ッ
カ
ー
大
会

▽
一
般
の
部

ホ
ワ
イ
ト
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ズ

▽
少
年
の

部

下
里

▽
少
女
の
部

賀
茂
Ａ

▽
中
学
生

の
部

善
防
中
２
年

★
第
24
回
加
西
市
民
剣
道
大
会

個
人
戦
▽
小
学
１
・
２
年
の
部

高
原
教
旗
▽
小
学

３
・
４
年
男
子
の
部

佐
伯
拓
磨
▽
小
学
３
・
４
年

女
子
の
部

鈴
木
綾
夏
▽
小
学
５
・
６
年
男
子
の
部

高
原
健
輔
▽
小
学
５
・
６
年
女
子
の
部

西
脇
由
香

利
▽
中
学
１
年
男
子
の
部

玉
田
郁
也
▽
中
学
１
年

女
子
の
部

寺
崎
仁
美
▽
中
学
２
・
３
年
男
子
の
部

吉
田
勇
貴
▽
中
学
２
・
３
年
女
子
の
部

松
本
茜
▽

高
校
男
子
の
部

三
田
井
厚

団
体
戦
▽
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
部
　
北
条
少
年
剣

修
会
▽
中
学
男
子
の
部

北
条
中
Ｂ
▽
中
学
女
子
の

部

善
防
中
Ａ

（
敬
称
略
）

第
31
回
加
西
市
体
育
大
会
結
果

日
　
時

12
月
13
日
（日）

午
前
９
時
（
小
雨
決
行
）

※
雨
天
12
月
20
日
（日）

場
　
所

加
西
球
場
周
辺
コ
ー
ス

種
　
目

６
０
０
�
〜
５
０
０
０
�

男
女
年
齢
別
に
全
23
部

参
加
費

高
校
生
以
上
１
人
４
０
０
円

小
中
学
生
　
１
人
２
０
０
円

※
当
日
受
付
け
で
納
付

参
加
資
格

加
西
市
内
に
居
住
・
勤
務
・
通
学
し
て
い
る
者

申
込
先

所
定
の
申
込
用
紙
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
出
場
部
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
〒
６
７
５
│

２
３
０
３
加
西
市
北
条
町
古
坂
８
８
２
│
14
加
西
市
陸
上
競

技
協
会
　
植
田
正
吾
さ
ん
ま
で

問
合
先

教
育
委
員
会
　
体
育
保
健
課
（
電
話
42
│
８
７
７
３
）

市市市市
民民民民
ロロロロ
ーーーー
ドドドド
レレレレ
ーーーー
スススス
大大大大
会会会会
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柿
の
実
が
色
づ
き
、
ス
ス
キ
の

穂
が
風
に
ゆ
れ
る
季
節
。
市
街
地

か
ら
県
道
大
和
・
北
条
停
車
場
線

を
北
に
ト
ン
ネ
ル
を
過
ぎ
鴨
谷
の

三
叉
路
か
ら
市
道
鴨
谷
・
別
所
線

の
磐い
わ

根ね

橋
を
過
ぎ
る
あ
た
り
か
ら

ゆ
る
や
か
な
万
願
寺
川
に
沿
っ
て

町
な
み
が
開
け
て
き
ま
す
。
小
学

校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
・
農
協
な

ど
在
田
地
区
の
中
心
地
と
し
て
栄

え
た
殿
原
町
、
区
長
繁
田
昌
幸
さ

ん
の
お
宅
を
伺
い
ま
し
た
。「
昔
か

ら
万
願
寺
川
の
沖
積

ち
ゅ
う
せ
き
地
と
し
て
発
展

し
、
肥ひ

沃よ
く

で
水
豊
か
な
在
田
盆
地
の

中
心
地
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。『
播

磨
国
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
賀
茂
郡

の
郡ぐ
ん

衙が

（
郡
役
所
）
が
置
か
れ
、
往

時
白
鳳
期
の
殿
原
廃
寺
趾
の
面
影
を

残
す
名め
い

刹さ
つ

国
府
寺
が
泉
小
学
校
の
東

に
あ
り
、
殿
原
の
地
名
も
野
の
原
に

塔
が
た
く
さ
ん
見
え
た
『
塔
の
原
』

か
ら
き
て
い
る
と
も
言
わ
れ
、
そ
の
当

時
の
隆
盛
ぶ
り
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
東
市
岡
、
西
市
岡
、
土
の
坪

な
ど
の
小
字
か
ら
、
古
代
か
ら
中
世

に
か
け
て
市
場
、
条
理
制
跡
の
栄
華

が
忍
ば
れ
、
江
戸
天
保
（
１
８
３
２

年
）
の
村
の
明
細
帳
に
よ
る
と
、
戸

数
95
戸
、
人
口
３
８
５
人
、
８
反
以

上
の
耕
作
農
家
が
23
戸
も
あ
っ
て
、

米
の
取
高
が
2.5
石
だ
っ
た
こ
と
か
ら
み

て
も
川
の
恩
恵
を
受
け
農
業
に
適

し
、
多
く
の
人
が
住
ん
で
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。
大
正
初
期
に
は
、

時
代
を
先
取
り
し
た
機は
た

織お
り

業
に
従
事

す
る
人
も
現
れ
、
交
通
の
便
も
よ
い

と
こ
ろ
か
ら
沿
道
に
商
売
を
は
じ
め

ら
れ
る
方
が
次
か
ら
次
へ
と
増
え
た

こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
今

年
の
12
月
に
は
、
中
国
自
動
車
道
加

西
イ
ン
タ
ー
近
く
、
か
っ
て
ハ
リ
マ
繊
維

セ
ン
タ
ー
が
あ
っ
た
土
地
に
配
送
セ
ン

タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
、
町
中

も
賑
や
か
に
な
り
人
の
出
入
り
が
よ

り
増
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

殿
原
は
殆
ど
が
平
野
で
す
が
、
溝み
ぞ

口ぐ
ち

の
庚こ
う

申し
ん

山さ
ん

の
中
腹
、
清き
よ

水み
ず

寺て
ら

境
内
に

は
、
樹
高
約
37
�
、
根
回
り
5.9
�
、

推
定
樹
齢
３
０
０
年
の
県
天
然
指
定

文
化
財
の
『
御お

葉は

付つ
き

イ
チ
ョ
ウ
』
が

あ
り
葉
上
に
花
を
つ
け
、
10
月
頃
落

果
す
る
銀ぎ
ん

杏な
ん

を
求
め
て
遠
く
市
外
か

ら
尋
ね
て
こ
ら
れ
る
ん
で
す
」
と
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
子
供
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
殆
ど
の
か
た
が
参
加
し

て
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
町
民
ふ
れ

あ
い
運
動
会
は
毎
年
11
月
に
行
い
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
と
町
の
信
仰
厚

い
大
歳
神
社
で
の
草
引
き
や
花
作
り

な
ど
老
人
会
の
活
動
も
活
発
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
川
に
対
す
る
愛
着
も

強
く
、
夏
と
秋
に
は
、
河
川
敷
の
草

刈
り
を
町
あ
げ
て
お
こ
な
っ
て
い
る
ん

で
す
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
町

の
将
来
に
つ
い
て
は
、「
下
水
道
を
完

備
し
、
生
活
様
式
も
近
代
化
す
る
と

共
に
公
会
堂
を
改
修
し
て
時
代
に
あ

っ
た
施
設
を
つ
く
り
、
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
と
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
、
み
ん

な
が
住
み
よ
い
活
気
あ
る
町
に
し
た

い
で
す
ね
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
豊

か
な
川
の
恵
み
と
と
も
に
、
農
業
と

商
業
が
う
ま
く
溶
け
合
い
、
歴
史
文

化
を
育
ん
で
き
た
町
と
い
う
印
象
を

強
く
う
け
ま
し
た
。

ふり返って初めて気づくふるさとの
あたたかさ、新しい発見

あなたのまちをつれづれ紀行

殿原町区長の
繁田昌幸さん

商店が並ぶ町なみ

まちの数字 212世帯　714人
（男344人・女370人）

次回は鴨谷町の予定です。

郡寺として栄えた国府寺

川
の
恵
み
と
と
も
に
地
域
の

中
心
地
と
し
て
栄
え
た
町

殿 原 町
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去
る
10
月
24
日
（土）
、
市
観
光
農

園
「
千
ノ
倉
い
も
掘
り
園
」
に
て
、

交
流
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
雨
続
き

の
た
め
、
開
催
で
き
る
か
ど
う
か
大

変
心
配
し
ま
し
た
が
、
当
日
は
天
気

予
報
に
反
し
て
と
て
も
気
持
ち
の
良

いいいい
もももも
ほほほほ
りりりり
＆＆＆＆
ババババ
ーーーー
ベベベベ
キキキキ
ュュュュ
ーーーー

10月16日（金）、国際ソロプチミスト
加西（内藤聰美会長）に寄贈いただ
いた太陽光を電源とする街路灯（高
さ3.6メートル）の工事が完了し、かね
てから街路灯設置の要望があがって
いた市役所前バス停付近の歩道で除
幕式が行なわれました。

11月１日（日）、市役所駐車場で「第
４回チーム鉄腕加西杯アームレスリ
ング大会」が開催され、市内外から
30人が参加して熱戦がくりひろげら
れました。優勝者は70キロ以上が松井
秀彰さん、同未満は徳克郎さん（共
に神戸市）です。

“腕”自慢大集合

活動報告される垣内さん

新しいまちづくりに取り組み実践されて
いるリーダーが一堂に会し、活動報告す
るフォーラムが姫路市で開催されました。
垣内守男さん（北条地区まちづくり協議
会会長）が、パネリストとして、北条地区
防災公園等のまちづくりについて報告発
表されました。

播磨地域まちづくり県民フォーラム

太陽光の街路灯が完成

ぼ
く
の
夢

北
条
小
学
校
五
年

吉
田
　
拓
矢
さ
ん

ぼ
く
の
夢
は
、
お
父
さ
ん

の
仕
事
を
つ
ぐ
こ
と
で
す
。

な
ぜ
か
と
言
う
と
一
回
仕
事

を
見
に
行
っ
た
ら
お
父
さ
ん

が
一
生
け
ん
命
仕
事
を
し
て

い
て
す
ご
く
か
っ
こ
よ
か
っ
た

か
ら
や
っ
て
み
た
い
な
と
思
い

ま
し
た
。
お
父
さ
ん
に
言
う

と
し
ん
ど
い
し
大
変
だ
か
ら

つ
が
な
く
て
も
い
い
と
言
う

け
ど
高
校
ぐ
ら
い
に
な
っ
た

ら
休
み
の
日
に
手
伝
い
に
行

き
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「患者さんに喜んでもらえれ
ば」と代表の3年生の皆さん

10月27日（火）、県立北条高校（内橋
昭夫校長）家政科の１～３年生の生
徒160人全員が夏休みや授業中に製作
した吸引瓶のカバーや小物入れ等
（９種類・約250点）、入院生活で必要
となるアイデア小物を加西病院へ贈
りました。

入院患者へ手作りの小物

い
晴
天
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
23
人
で
、
今
回
初
め
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
高
校
生
９

人
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

高
校
生
の
み
ん
な
に
は
、
テ
ン
ト
張

り
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
準
備
・
か
た
づ
け

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
動
い
て
も
ら
い
大

変
助
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り

も
、
障
害
を
持
つ
方
々
と
お
話
が
で

き
た
こ
と
で
、
視
野
が
広
が
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

大
き
な
お
芋
・
み
ん
な
の
笑
顔
・

新
し
い
出
会
い
…
文
字
通
り
収
穫
の

多
い
「
い
も
ほ
り
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」
で

し
た
。

愛
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

加
西
で
生
ま
れ
加
西
か
ら
広
が
る
日
本
の
新
し
い
文
芸

型
に
と
ら
わ
れ
ず
自
由
に
心
の
ま
ま
を
表
現
す
る

「加西市の“明るい”発展を
願います。」と内藤会長

大きなおいもに、大きな笑顔

「レディー・ゴー!!」

僕
の
人
生
と
酷
似
し
て
い
る
蝉
の
声
晩
秋
告
げ
る

荻
野
　
享

時
間
二
つ
折
り
に
な
る

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
来
て

い
し
だ
實

薄
味
の
難
し
さ

さ
ら
り
と
引
い
た
つ
も
り
の
風

岡
　
夕
花

翔
ぶ
鳥
跡
を
濁
さ
ず

そ
れ
も
美
学
だ

藤
本
　
肇

歳
月
の
や
わ
ら
ぎ
へ

風
呂
敷
の
折
り
目

辻
　
美
沙

役
者
の
肩
舞
台
に
あ
っ
て
こ
そ
の
青

山
本
二
昭

干
涸
び
た
飯
粒
が
痛
い

八
月
の
正
午

佐
藤
み
き

富
士
山
が

近
頃
　
気
に
な
っ
て
眺
め
に
往
く

井
塚
理
人
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内
畑

う
ち
ば
た
け
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
、
鎌

倉
時
代
（
約
八
百
年
前
）
の
穴

（
ゴ
ミ
捨
て
用
？
）
か
ら
二
個
、
付

近
の
柱
穴
か
ら
一
個
の
計
三
個
の

砥と

石い
し

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

砥
石
は
10
�
前
後
の
大
き
さ
で
上

下
面
の
他
に
長
い
方
の
側
面
も
研け
ん

磨ま

面め
ん

と
し
て
使
っ
て
い
ま
す
。
使
用
面
は

滑
ら
か
で
、
何
度
も
使
用
し
た
た
め

磨
り
減
っ
て
湾
曲

わ
ん
き
ょ
く
し
て
い
ま
す
。

砥
石
の
使
用
の
歴
史
は
古
く
、

旧
石
器
時
代
（
約
二
万
年
以
上
前
）

か
ら
石
や
玉
を
磨
く
た
め
に
使
用

さ
れ
て
お
り
、
弥
生
時
代
（
約
二

千
年
前
）
に
日
本
に
鉄
器
が
入
っ

て
き
て
か
ら
は
鉄
製
品
用
と
し
て

も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

内
畑
遺
跡
の
砥
石
は
ま
と
ま
っ

て
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
も
し
か

す
る
と
鎌
倉
時
代
の
鍛か

冶じ

屋や

、
研と
ぎ

屋や

、
大だ
い

工く

な
ど
の
職
人
さ
ん
が
こ

の
村
に
住
ん
で
い
て
、
使
用
し
た

砥
石
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

67

内
畑
う
ち
ば
た
け
遺
跡
…
谷
町

中
世
の
職
人
さ
ん
が
い
た
？

鎌
倉
時
代
の
砥
石
発
見
!

同和教育
シリーズ

日常生活の中で、すべての人権が尊重される
「人権文化の創造」に向けて努力していくことが住
み良い地域社会をつくっていくことにつながります。
○ぼくの手　君の手 あの子の手 みんなつなげ
ば 一つの輪 泉小ＰＴＡ 千石博久さん

○視ているよ 聴いているよ 心の奥そこ ふたつ
の瞳 泉小ＰＴＡ 黒田佳伸さん

○思いやり 一杯育てて 差別なし
北条中ＰＴＡ 石　節子さん

○なくそう差別　育てよう 人の心が わかる子に
北条中ＰＴＡ 今峯英明さん

○みんなで架けよう ハート・ブリッジ まずは 私が
第一歩 善防中ＰＴＡ 山本　豊さん

○あなたの手　差し出す勇気　待ってます
善防中ＰＴＡ 後藤秀子さん

○どうしたの 一声かける 勇気をもとう
加西中ＰＴＡ 三宅秀樹さん

○あなたのやさしいまなざしが やさしい心を育てます
加西中ＰＴＡ 菅野敏彦さん

○語ろうよ 自分の夢を家族や友に 希望を持って
歩むため 泉中ＰＴＡ 岡田まゆみさん

○笑顔でも 態度はうそがつけません
泉中ＰＴＡ 瀬戸政英さん

人権文化の創造

「
小
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
教
育
に
つ
い
て
」

北北北北
条条条条
東東東東
小小小小
学学学学
校校校校

中
央
教
育
審
議
会

は
、「
我
が
国
に
お
け

る
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の

整
備
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、
初

等
中
等
教
育
段
階
で
の
情
報
通
信
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
を
本
格
的
に
進

め
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
、
近
い
将

来
、
す
べ
て
の
小
・
中
・
高
等
学
校
で
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き

る
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
を
提
言
し
て
い

ま
す
。

加
西
市
に
お
い
て

も
、
平
成
九
年
度
か

ら
平
成
十
一
年
度
ま

で
の
三
年
計
画
で
、

小
学
校
に
二
十
二
台
ず
つ
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
導
入
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
具
体
的
な
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
将
来
的
に
は
整
備
し
て
い
く
予

定
で
す
。

平
成
九
年
度
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
導

入
さ
れ
た
北
条
東
小
学
校
で
は
、
卒

業
文
集
作
り
（
六
年
）、
自
然
学
校

の
活
動
紹
介
（
五
年
）、
学
校
周
辺

の
環
境
マ
ッ
プ
作
り
（
四
年
）
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
品

は
、
下
級
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て

蓄
積
し
て
お
き
、
い
つ
で
も
検
索
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
く
予
定
で
す
。

さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
パ
ソ
コ
ン
ク

ラ
ブ
が
で
き
、
タ
ッ
チ
タ
イ
プ
の
練
習
、

校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
限
定
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
作
り
（
学
校
案
内
、
先
生
紹
介
、
ク

ラ
ブ
活
動
紹
介
な
ど
）
も
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、
低
学
年
で
は
、
マ
ウ
ス
の
基

本
操
作
に
慣
れ
る
た
め
に
、
主
に
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
系
の
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
い
ま

す
。
当
然
、
キ
ー
ボ
ー
ド
か
ら
文
字

入
力
な
ん
て
で
き
ま
せ
ん
の
で
、「
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
キ
ー
ボ
ー

ド
」
と
い
う
の

を
使
っ
て
、
文

字
入
力
も
マ
ウ

ス
で
や
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

今
年
度
、
二

年
生
に
な
っ
て

初
め
て
「
パ
ソ
コ
ン
」
の
授
業
を
し
た

日
の
こ
と
で
す
。
み
ん
な
が
熱
中
し

す
ぎ
て
、
休
み
時
間
も
忘
れ
、
九
十

分
も
経
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
の
子

ど
も
の
感
想
で
す
。

「
き
ょ
う
、
学
校
で
パ
ソ
コ
ン
を
し
ま
し

た
。
マ
ウ
ス
の
ボ
タ
ン
を
お
す
と
、
音

楽
が
な
っ
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
が
し
ゃ
べ
っ

た
り
し
ま
し
た
。
ど
ん
ど
ん
新
し
い

画
面
が
出
て
く
る
の
で
、
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。」

子
ど
も
た
ち
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
時
間
が

く
る
の
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

1.上葉ノ木遺跡 2.渡遺跡 3.岡田遺跡
4.宝ノ前遺跡 5.内畑遺跡 6.小谷遺跡

見つかった砥石

http://www.sannet.ne.jp/kasaiedu  加西市教育委員会　　http://www.justnet.or.jp/home/izumijhs  泉中学校

早くインターネットに接続
したいな～
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い
も
の
か
ら
顕
微
鏡
で
や
っ
と
わ
か
る
も
の
ま

で
あ
り
ま
す
。
結
石
を
疑
え
ば
腹
部
単
純
Ｘ

線
撮
影
（
Ｋ
Ｕ
Ｂ
）
や
尿
路
造
影
（
Ｉ
Ｖ
Ｐ
）

に
て
結
石
の
数
、
大
き
さ
、
位
置
、
水
腎
症

の
有
無
な
ど
を
み
ま
す
。
一
般
に
６
×
10
mm
ま

で
の
小
結
石
は
自
然
排
石
が
期
待
で
き
る
た

め
薬
物
療
法
と
共
に
水
分
の
摂
取
に
努
め
、

結
石
が
落
ち
や
す
い
よ
う
に
縄
跳
び
や
階
段
の

昇
降
な
ど
の
上
下
運
動
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

痛
み
が
強
い
と
き
は
鎮
痛
剤
を
使
い
ま
す
が
痛

み
が
頻
回
で
日
常
生
活
や
仕
事
に
支
障
が
で

た
り
38
度
以
上
の
高
熱
が
で
る
、
あ
る
い
は
自

然
排
石
が
期
待
で
き
な
い
大
き
な
結
石
の
場

合
は
手
術
療
法
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の

分
野
は
１
９
８
５
年
頃
か
ら
大
き
く
変
化
し

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
は
開
腹
し
て
結
石

を
摘
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
Ｅ
Ｓ
Ｗ

Ｌ
（
体
外
衝
撃
波
結
石
破
砕
術
）
が
治
療
の

中
心
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
機
械
で
発
生

さ
せ
た
衝
撃
波
を
結
石
に
あ
て
て
砂
状
に
砕

く
方
法
で
す
。
破
砕
さ
れ
た
小
結
石
は
尿
と

と
も
に
自
然
に
排
出
さ
れ
ま
す
が
、
な
か
に

は
排
出
さ
れ
ず
に
詰
ま
っ
て
し
ま
う
も
の
や
衝

撃
波
で
砕
く
の
が
困
難
な
結
石
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
は
内
視
鏡
や
鉗
子
を
使
っ
て
摘
出
す
る

方
法
が
と
ら
れ
ま
す
。
ま
た
結
石
が
で
き
た

人
の
三
分
の
一
は
２
年
以
内
に
再
発
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
結
石
の
成
分
に
基
づ

い
た
再
発
予
防
の
指
導
や
再
発
有
無
の
定
期

検
査
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
一
般
的

に
は
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
、
充
分
な
水
分

摂
取
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

尿
路
結
石
症
と
は
、
尿
の
通
り
道
（
尿
路
）

に
で
き
た
石
（
結
石
）
に
よ
っ
て
引
き
お
こ
さ

れ
る
疾
患
の
こ
と
で
、
結
石
の
存
在
す
る
場
所

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
腎
結
石
、
尿
管
結
石
、

膀
胱
結
石
、
尿
道
結
石
と
呼
び
ま
す
。
わ
が

国
で
は
１
０
０
人
の
内
５
人
は
一
生
に
一
度
は

経
験
し
、
30
〜
40
代
の
男
性
に
多
く
見
ら
れ

ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
結
石
は
尿
に
溶
け
て
い
る
塩
分

が
腎
臓
の
な
か
で
固
ま
っ
て
で
き
た
も
の
で
す
。

主
な
症
状
は
痛
み
と
血
尿
で
す
。
痛
み
は
、

結
石
が
尿
管
に
詰
ま
っ
た
た
め
に
尿
が
下
へ
流

れ
ず
腎
臓
が
腫
れ
た
状
態
（
水
腎
症
）
に
な

っ
て
お
こ
る
腰
背
部
痛
、
結
石
が
詰
ま
っ
た
尿

管
の
痙
攣
に
よ
っ
て
お
こ
る
腹
痛
な
ど
が
あ
り
、

程
度
も
鈍
痛
か
ら
吐
気
を
伴
う
仙
痛
ま
で

様
々
で
す
。
血
尿
は
、
目
で
見
て
明
ら
か
に
赤

市立加西病院

泌尿器科　医長

中野　　康

尿
路
結
石
症
に
つ
い
て

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
と
充
分
な
水
分
摂
取
を
!

10月初めから市内のご家庭に平成
12年度より導入される「介護保険制
度」にむけ、保健・福祉関係者が加
西市の実態を知るためのアンケート
調査を行ないました。保健婦も、デ
イサービス等保健・福祉サービスを
知っておられるか、現在利用されて
いるか、今後利用を希望されるかご
意見等を聞かせていただきました
が、アンケートの聞き慣れない名前
のサービスや自分の将来を想像でき
ないため返事に戸惑う方もありまし
た。
この調査訪問を進めていく中で気
づいたことがありました。介護など
で困ったときの相談相手が家族・親
類が中心で民生委員や市窓口など専
門スタッフに相談される介護者（家
族）がごくわずかであったことです。
加西市では市の保健・福祉サービ
スをまとめた「高齢者のてびき」を
作成し、サービスの紹介をしていま
す。また、市役所には相談窓口が設
けられ、地区ごとに担当の保健婦が
います。介護方法がわからない、サ
ービスの利用方法が分からない等困
った時は無理をせず、気軽に悩みを
相談してください。
あったか相談窓口　市役所１階11番
窓口（電話42－８７７８）

困ったときは
気軽に相談を

月 の
わ
が
家
の
健
康
メ
ニ
ュ
ー

今

歯周病が進むと、「歯が浮い
たようで噛んだ気がしない。」、
「おいしく食べられない。」、と
よく聞きます。無理に固い物を
噛む事より、歯みがきや軟らか
いものを一口30回ゆっくりと噛
むことで、歯を支える骨、歯根
膜を強くしましょう。

（加西市歯科衛生士会）

歯周病にならないために

〈作り方（4人分）〉
①木綿豆腐（２丁）は1／4～1／6に切り、チリメンジャコ
（40グラム）は小さくきざみ、花カツオ（10グラム）と一
緒にし豆腐にまぶす。

②油は180℃になったら、豆腐を間隔をあけて入れる。
③ふたをして中央で３～４分キツネ色になるまで揚げ上下を返す。
④ふたをして弱火で約３分加熱し、両面ともこんがりするま
で揚げる。
⑤深皿に盛りその上に温めた、薄口醤油（大さじ３）、み
りん（大さじ３）、だし汁（カップ2／3）をかける。もみじ
おろし（大さじ３）、ねぎ（小口切り少々）を色よく盛る。

〈シェフから一言〉
野菜料理も一品は必ずつけ
合わせにつけましょう。こ
れからの季節の主菜にぴっ
たりです。

い
ず
み
会
会
員
（
山
下
町
）

名
古
屋
泰
枝
さ
ん
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「家庭教師の体験学習をしませんか」
と電話があり試しに来てもらいました。
セールスマンから再度電話があり、「○日
に来てほしい。」と言い、その日に契約し
ました。「お客様の要請で伺ったので解約
できない。」とセールスマンに言われまし
たが、本当ですか？
購入者から「申し込みをしたい。」と言

って自宅へ呼んで契約した場合は解約で
きません。しかし、この場合は、相手業
者からの働きかけに承諾しただけで、自
分から来訪の要請をしたことにはなりま
せん。従って、クーリング・オフ期間内
であれば書面による解約ができます。
■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時
～午後4時、市役所2階電話42-8739）

消費生活相談Q&A 「業者を自宅へ呼んで契約したか…!!!!」
Ｑ

Ａ

ハートtoハート講習会
あなたも市民救命士

■と　き 11月22日（日）
午前９時～正午（毎月第４日曜日）

■ところ 加西市消防本部
■内　容 心肺蘇生法・大出血時の止血
法（修了者には修了証を交付します）

■定　員 10人程度　会社や町内会等も
受付けますので時間・場所等は加西市消
防本部（電話42-0119）へ相談下さい。

年
に
一
度
は

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

市
立
加
西
病
院
で
、
政
府
管
掌

健
康
保
険
加
入
者
の
生
活
習
慣
病

予
防
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
は
、
長
い
年
月
の

間
に
ジ
ワ
ジ
ワ
と
進
行
し
、
い
っ

た
ん
発
病
す
る
と
完
治
す
る
こ
と

が
極
め
て
困
難
な
病
気
で
す
。
年

に
１
度
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

国
か
ら
の
補
助
が
あ
り
、
受
診

者
の
費
用
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

対
象
者

各
社
会
保
険
事
務
書
発

行
の
保
険
証
に
加
入
し
て
い
る
人

や
被
扶
養
配
偶
者
（
表
に
該
当
す
る
人
）

検
診
時
間

す
べ
て
予
約
制
で
午

前
中
に
終
わ
り
ま
す
。

二
次
検
査

検
診
を
受
け
た
結

果
、
精
密
検
査
が
必
要
と
判
定
さ

れ
た
人
に
は
、
指
定
の
42
項
目
に

つ
い
て
無
料
で
実
施
。

申
込
先

各
事
業
所
又
は
�
社
会

保
険
健
康
事
業
財
団
兵
庫
県
支
部

（
電
話
０
７
８
│
３
６
０
│
６
２
０
７
）

〔おはなし会〕
12月12日（土）
（午後2時から 30分程度）

〔休館日〕
月曜日
11月20日（金）
11月24日（火）

新・忠臣蔵（舟橋聖一著）
黄金郷伝説（半村　良著）
探偵はひとりぼっち（東　直己著）
飛行機（山口洋子著）
ジュリエットの悲鳴（有栖川有栖著）
掌の中の小さな月（小林容子著）
我に策あり（加来耕三著）
密約（佐藤雅美著）ほか

市市市市立立立立図図図図書書書書館館館館だだだだよよよよりりりり

受講後、３年を経過している方は救命技能を
維持向上するため、再講習をお願いします。

検
査
の
種
類
と
費
用

検
査
の
該
当
者

検
査
の
内
容

◎40歳以上の被保険者及び被
扶養配偶者
◎生活習慣改善指導を希望する
35歳以上40歳未満の被保
険者

●診察、視力・聴力検査、血圧
測定、尿検査、便潜血反応検
査（2日法）、血液学的検査、
生化学的検査、心電図検査、
胸部・胃部レントゲン検査

●希望者には、乳がん・子宮が
ん検査を実施

●左記の一般健診の検査内容
に加え
血清検査、眼底検査、肺機
能検査、腹部超音波検査

●乳がん検査
（問診、視診、触診）

●子宮がん検査
（スメア方式）

◎35歳（被保険者に限る）
◎40歳・45歳・50歳・55歳の
被保険者及び被扶養配偶者

◎56歳以上で退職を間近（1
年以内）に控えた被保険者
（1回限り）

◎30歳以上40歳未満の女子
被保険者

一　般　健　診 日帰り人間ドック 乳がん・子宮がん検診

介
護
を
必
要
と
す

る
高
齢
者
の
数
が
急

増
し
て
い
ま
す
。
介

護
に
要
す
る
期
間
は

長
く
、
寝
た
き
り
に

な
っ
た
場
合
、
そ
の

75
％
の
高
齢
者
が
１

年
以
上
、
約
55
％
が

３
年
以
上
も
寝
た
き

り
状
態
が
続
い
て
い

ま
す
。

介
護
保
険
制
度
は

医
療
保
険
や
年
金
保
険
な
ど
と
同

じ
で
社
会
保
険
方
式
で
す
。
み
ん

な
で
保
険
料
を
出
し
合
っ
て
、
病

気
に
な
っ
た
と
き
お
医
者
さ
ん
に

か
か
る
よ
う
に
、
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
と
き
に
介
護
度
に
応
じ
て

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
と
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
総
合
的
に
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
制
度
で
、
平
成
12
年
４

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

問
合
先

高
年
福
祉
課

（
電
話
42
│
８
７
８
８
）

介
護
保
険
制
度
っ
て
ど
ん
な
制
度
な
の
で
す
か
？

����������
����������
����������

質
問

そそ
のの
11
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〈ママの一言〉 悠二は、この4月から保育所に通っています。とても楽し
くてしかたがないようです。千遥も毎日兄ちゃんの送り迎えを自分の仕事の
ようにしています。この2人に6月妹が生まれ、今2人共兄ちゃん、姉ちゃんぶ
りを発揮させているまっ最中です。3人が元気でいつまでも仲良しでいてネ!

（パパ・一真さん　ママ・広美さん）

橋爪悠二・千遥ちゃん（北条町北条）
4歳・2歳

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）
12月８日（火）午前10時00分～午後３時30分　市民会館１階会議室
■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）
12月８日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室
■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）
11月19日（木）北部公民館・12月３日（木）健康福祉会館
12月10日（木）農村環境改善センター・12月17日（木）北部公民館

■法律相談
11月26日（木）健康福祉会館　受付は午前10時～正午
■市民相談
月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所１階市民相談係

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）
毎週火曜日午前９時～午後５時　市役所２階環境課

相相相相 談談談談

乳乳乳乳幼幼幼幼児児児児健健健健診診診診

休休休休日日日日ののののおおおお医医医医者者者者ささささんんんん

■2カ月児（先天性股関節脱臼）健診 （受付時間）

平成10年９月生れの乳児 11月24日（火） 午後１時～２時
■4カ月児健診
平成10年７月生れの乳児 12月２日（水） 午後１時～２時
■1歳6カ月児健康診査
平成９年６月生れの幼児 12月８日（火） 午後１時～２時
■3歳児健康診査
平成７年６月生れの幼児 12月15日（火） 午後１時～２時
■乳幼児保健相談
希望者 12月９日（水） 午後１時～２時
■離乳食講習会（約2時間の予定）
３～５カ月児の保護者 12月９日（水） 午後１時～１時30分

※上記、いずれも健康増進センターで行います。

11月15日（日） 小野寺医院 （王子町・電話48－３７３７）
22日（日） おりた外科胃腸科医院（北条町・電話42－６０００）
23日（月） 小橋医院 （北条町・電話42－０４１２）
29日（日） 横田内科医院 （北条町・電話42－５７１５）

12月 6日（日） 安積医院 （西剣坂町・電話46－０３６１）
13日（日） 徳岡内科 （北条町・電話42－０１７８）
20日（日） 三宅医院 （中野町・電話49－００６７）
23日（水） 佐竹医院 （北条町・電話42－４０５７）

妊婦教室と母子健康手帳の交付
11月19日（木）・12月17日（木）健康増進センター
受付は午前９時～９時半（講習は２時間程度）
印かん・筆記用具を持ってきてください。
■問合先 健康福祉課（電話42－８７２８）

※変更になることがありますので、お確かめください。

妊
娠
中
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
誕
生
を

待
つ
喜
び
の
一
方
、イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、

一
人
で
悩
ん
だ
り
、
気
持
ち
が
不
安

定
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
時
、
互
い
に
支
え
合
う
仲
間
作
り

の
サ
ー
ク
ル
を
ご
存
知
で
す
か
？
こ
の

サ
ー
ク
ル
に
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

『
妊
娠
中
は
食
事
を
は
じ
め
、
家

事
や
散
歩
な
ど
の
適
度
な
運
動
を
し

て
体
重
管
理
や
健
康
維
持
に
努
力
し

て
き
た
つ
も
り
で
す
。
し
か
し
、
こ
の

「
適
度
」
と
い
う
目
安
が
は
っ
き
り
わ

か
ら
ず
、
月
数
が
進
む
に
つ
れ
体
調

や
体
形
の
変
化
の
せ
い
に
し
て
、
動
く

の
が
億
劫
お
っ
く
う

に
な
り
い
い
加
減
な
運
動

量
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
、
妊
娠
６
ヶ
月
の
と
き
初
め
て

参
加
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
「
目

安
」
が
、
思
っ
て
い
た
の
を
は
る
か
に

上
回
る
量
で
あ
る
こ
と
に
驚
き
、
ま

た
反
省
し
ま
し
た
。

ま
ず
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
の

も
と
ス
ト
レ
ッ
チ
か
ら
始
ま
り
、
15
分

ほ
ど
の
簡
単
な
体
操
、
そ
し
て
仕
上

げ
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
メ
ニ

ュ
ー
で
、
じ
っ
と
り
汗
を
か
い
て
し
ま

う
程
で
し
た
。
こ
れ
だ
け
の
運
動
量

は
一
人
で
は
ま
ず
こ
な
せ
ま
せ
ん
が
、

大
勢
で
や
る
と
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ッ
チ
で

身
体
を
伸
ば
す
こ
と
に
よ
り
、
腰
痛

や
肩
こ
り
が
和
ら
ぎ
ま
す
。
何
よ
り

驚
い
た
の
は
、
ゆ
っ
く
り
と
息
を
吐
き

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
だ
と
臨
月
で

も
、
う
つ
伏
せ
に
寝
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
す
。

ま
た
、
助
産
婦
さ
ん
を
交
え
て
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
の
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ

ム
が
あ
る
の
で
、
不
安
な
こ
と
や
わ
か

ら
な
い
こ
と
を
質
問
し
た
り
、
時
に

は
、
世
間
話
で
盛
り
上
が
っ
た
り
と

初
対
面
の
妊
婦
さ
ん
同
士
で
も
、

色
々
な
話
が
で
き
、
ス
ト
レ
ス
解
消
の

場
に
も
な
り
ま
し
た
。
私
は
助
産
婦

さ
ん
と
も
顔
見
知
り
に
な
れ
て
お
産

ゆうじ ちはる

本
番
の
と
き
も
安
心
し
て
お
任
せ
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
こ
は
子
連
れ
で
も
気
軽
に
参
加

で
き
る
の
で
、
つ
ぎ
は
主
人
も
一
緒
に

で
き
る
だ
け
多
く
参
加
し
よ
う
と
思

い
ま
す
。』

マ
タ
ニ
テ
ィ
・
サ
ー
ク
ル
の
お
知
ら
せ

日
　
時

第
２
・
第
４
木
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
　
所

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
２
階

対
　
象

当
病
院
通
院
中
も
し
く

は
加
西
市
在
住
の
妊
婦
・
褥
婦
・

ご
主
人
・
お
子
様
連
れ
も
可

参
加
費

１
０
０
円
（
茶
菓
子
代
）

問
合
先

加
西
病
院
産
婦
人
科

（
電
話
42
│
２
２
０
０
）

なごやかなマタニティ・サークル

助
産
婦
か
ら
の
贈
り
物

│
マ
タ
ニ
テ
ィ・
サ
ー
ク
ル
で
仲
間
づ
く
り
│
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Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
交
換
機
の
工
事

を
次
の
と
お
り
実
施
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
工
事
開
始
時
に
既
に
お
話
中
の

場
合
は
そ
の
ま
ま
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

問
合
先

Ｎ
Ｔ
Ｔ
姫
路
支
店
企
画

室
広
報
担
当
課
（
電
話
０
７
９
２

│
８
１
│
４
４
２
３
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
の

お
知
ら
せ

職
　
種

視
能
訓
練
士

採
用
予
定
人
員

１
名

受
験
資
格

昭
和
49
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
者
で
、
視
能
訓

練
士
の
資
格
を
有
す
る
者
又
は
平

成
11
年
４
月
30
日
ま
で
に
同
免
許

を
取
得
見
込
み
の
者
。

申
込
締
切

11
月
27
日
（金）

試
験
日
時

12
月
３
日
（木）

午
前
８
時
30
分
〜

場
　
所

市
立
加
西
病
院

試
験
種
目

専
門
・
作
文
・
面
接

勤
務
時
間

１
週
間
（
月
〜
金
曜

日
）
に
つ
き
30
時
間

採
用
年
月
日

平
成
11
年
４
月
１

日申
込
・
問
合
先

〒
６
７
５
│
２

３
９
３
　
加
西
市
北
条
町
横
尾
１

丁
目
13
番
地
　
市
立
加
西
病
院
事

務
局
管
理
課
管
理
係
（
電
話
42
│

２
２
０
０
・
内
線
４
３
０
）

★★★★
年
末
調
整
説
明
会

年
末
調
整
の
留
意
事
項
や
給
与

支
払
い
報
告
書
、
法
定
調
書
の
記

載
方
法
等
の
説
明
を
行
な
い
ま
す
。

税
務
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

市
非
常
勤
嘱
託
員
募
集

日
　
時

11
月
27
日
（金）

午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

場
　
所

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

問
合
先

税
務
課
税
制
係

（
電
話
42
│
８
７
１
２
）

★★★★
個
人
事
業
税

個
人
事
業
税
第
２
期
分
の
納
期

限
は
、
11
月
30
日
で
す
。
忘
れ
ず

に
納
期
内
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

社
財
務
事
務
所
課
税
第

１
課
（
電
話
０
７
９
５
│
４
２
│
５

１
１
１
）

★★★★
口
座
振
替
の
お
す
す
め

�
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
口
座
振
替
の
申
込
は
金
融
機
関

で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
先

税
務
課
収
税
係

（
電
話
42
│
８
７
１
４
）

明
日
の
あ
な
た
を
考
え
て
…

年
金
は
あ
な
た
が
主
人
公
で
す
。

「
が
っ
ち
り
」
受
け
取
る
た
め
に
、

「
し
っ
か
り
」
納
め
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
な

い
で
い
る
と
、
将
来
、
受
け
取
る

年
金
額
が
少
な
く
な
り
、
ま
た
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

11
月
は
国
民
年
金
制
度

推
進
月
間

口
座
振
替
で
納
付

金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
の
口

座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ

ま
す
。
納
め
忘
れ
が
な
く
、
納
め

に
行
く
手
間
が
省
け
ま
す
。

前
納
で
ま
と
め
て
納
付

毎
月
の
保
険
料
（
平
成
12
年
３

月
ま
で
）
を
前
も
っ
て
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
保
険
料
の
納

め
忘
れ
が
無
く
、
保
険
料
の
割
引

（
年
率
５
・
５
％
）
も
あ
り
ま
す
。

問
合
先

市
民
課
年
金
係

（
電
話
42
│
８
７
２
２
）

狩
猟
期
間

平
成
10
年
11
月
15
日

（日）
〜
平
成
11
年
２
月
15
日
（月）

狩
猟
期
間
に
な
る
と
、
多
く
の

ハ
ン
タ
ー
が
入
山
す
る
の
で
、
山

登
り
や
ハ
イ
キ
ン
グ
を
さ
れ
る
方

は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ハ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
も
ル

ー
ル
を
守
り
、
銃
器
の
保
管
は
厳

重
に
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先

農
林
共
済
課
林
政
係

（
電
話
42
│
８
７
４
１
）

少
年
の
薬
物
乱
用
は
、
全
国
的

少
年
を
薬
物
の

害
か
ら
守
ろ
う

狩
猟
が

解
禁
に
な
り
ま
し
た

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

工事実施日時

平成10年12月2日�
午前0時15分から2分程度

平成10年12月4日�
午前1時00分から2分程度

平成10年11月27日�
午前1時50分から2分程度

42・43・44・45
46・47・48・49

42・43・44・45
46・47・48・49

43

工事を実施する局番

兵兵兵兵庫庫庫庫県県県県最最最最低低低低賃賃賃賃金金金金改改改改正正正正ののののおおおお知知知知ららららせせせせ
平成10年9月30日より

問合先 兵庫労働基準局賃金課（電話078-332-7020）

日　額 5,265円

時間額 660円

雇用保険の新制度がスタート雇用保険の新制度がスタート雇用保険の新制度がスタート雇用保険の新制度がスタート雇用保険の新制度がスタート雇用保険の新制度がスタート雇用保険の新制度がスタート雇用保険の新制度がスタート雇用保険の新制度がスタート雇用保険の新制度がスタート雇用保険の新制度がスタート雇用保険の新制度がスタート雇用保険の新制度がスタート雇用保険の新制度がスタート雇用保険の新制度がスタート雇用保険の新制度がスタート雇用保険の新制度がスタート雇用保険の新制度がスタート雇用保険の新制度がスタート雇用保険の新制度がスタート雇用保険の新制度がスタート
雇用保険の新制度「教育訓練給付制度」が平成10年12

月１日からスタートします。
この制度は、一定の条件を満たす雇用保険の一般被保険
者又は一般被保険者であった方が労働大臣の指定した教育訓
練を受講し、修了した場合に、その受講のために支払った費
用の80％に相当する額（最高20万円）を支給するものです。
問合先 西脇公共職業安定所（ハローワーク西脇）

雇用保険課（電話0795-22-3181）



15

加西市への寄付
☆社会福祉対策資金として
○北条町横尾 西門　道雄 30万円
○東剣坂町 中本　英文 20万円
○ジャスコ�加西店 19万1千183円

お く や み
死亡者 年齢 喪主 町名

内藤　花子 80 近藤紀子 横　尾
古沢しづこ 75 一　男 西　南
菅野　勘次 85 明 繁　昌
塚原コトミ 83 始 黒　駒
小谷きよ子 82 章　二 坂　本
柿本　高次 92 高　毅 上宮木
岩崎　知明 40 初　美 中西北
西脇きみゑ 86 弘　吉 玉　野
朝田やすえ 89 敏　幸 別府東
門前　よし 86 輝　嗣 殿　原
井上いさの 87 敏　之 玉　丘
東羅みつ子 79 久　雄 田　原
松田　秀一 67 キミエ 坂　本
伊藤　弘明 33 廣 南網引
今峰　利夫 77 利　己 山　下
山下なつ子 79 薫 江ノ木
藤原みゑ子 76 一　夫 大　内
高瀬　要治 85 博　子 朝　妻
中本　金治 86 英　文 東剣坂
滑原スミエ 75 由紀江 横　尾
藤井よしの 80 繁 田　原
増田　富夫 54 肇 大　内
定行　昭夫 65 昭　彦 鴨　谷
譽田　俊治 85 敏　一 池　上
小林みつゑ 88 勝　雄 西　南
別府　一二 92 悟 河　内
藤本　幸枝 73 高　二 南　町
小林壽美子 88 忠　司 大　柳
藤原　　功 83 正　司 中　野
藤原アイ子 67 浅田正樹 朝　妻
宮永　静江 84 春　雄 畑
中村とくえ 76 武　広 西剣坂
小林　治子 84 俊　広 坂　本
高井セツエ 75 康　典 横　尾
潮　　久子 72 親　男 サルビア荘
神田　利平 70 高　行 大　工
清瀬たまゑ 85 義　弘 福　居
藤本　吉高 74 吉　男 西上野
上坂みつゑ 96 武　夫 下若井
大西　朝子 44 定 北
辻村きよこ 83 朗 繁　昌
西岡　文子 84 康　雄 三　口

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（10月31日受付分まで・敬称略）

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付
供養預託
○河内町 別府　　悟 30万円
指定預託
☆［一般］加西ボランティア協会へ
○曽根自治区 渡辺　英彦 2万円
○北条町田町 竹本　幸夫 1万5千円
○北条町横尾 水田美智子 2万円
○笹倉町 高橋　　清 2万円

善意の花束

（受付順　敬称略）

に
中
学
、
高
校
生
に
よ
る
覚
せ
い

剤
乱
用
が
急
増
す
る
な
ど
、
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
内
で
も
、
平
成
９
年
中
に
覚

せ
い
剤
取
締
法
違
反
で
平
成
に
入

っ
て
最
高
の
51
人
を
検
挙
し
て
い

ま
す
。
加
西
市
内
に
お
い
て
も
、

２
人
の
少
年
を
検
挙
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
に
入
っ
て
も
増
加
傾

向
を
示
し
て
お
り
、
既
に
県
内
で

８
月
末
現
在
32
人
（
前
年
同
月

比
＋
２
人
）
を
検
挙
し
て
い
ま
す
。

薬
物
乱
用
は
、
心
身
と
も
未
成

熟
な
少
年
に
大
き
な
害
を
与
え
、

脳
や
内
臓
等
の
機
能
障
害
を
生
じ

さ
せ
、
ま
た
、
薬
物
欲
し
さ
の
窃

盗
や
幻
覚
作
用
に
よ
る
殺
人
事
件

を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
大
変
問
題

性
の
高
い
非
行
で
す
。

薬
物
乱
用
か
ら
立
ち
直
る
た
め

に
は
、
専
門
家
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
一

人
で
悩
ま
ず
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

問
合
先

加
西
警
察
署
（
電
話
42
│

０
１
１
０
）、
警
察
本
部
少
年
課
の
少
年

相
談
室
「
ヤ
ン
グ
ト
ー
ク
」（
電
話
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
│
７
８
６
│
１
０
９
）

こ
の
養
成
講
座
で
は
、
介
護
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
、
障
害
者
の

方
を
介
護
し
て
い
る
方
々
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
市
民
の
み
な
さ
ん

（
特
に
男
性
の
方
々
）
に
家
庭
内

で
の
介
護
の
知
識
や
技
術
の
習
得

を
図
り
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
推
進
と
な
る
よ
う
開
講
い
た

し
ま
す
。

期
間
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

人
間
的

な
温
か
み
と
優
し
さ
の
こ
も
っ
た
お
世

話
の
仕
方
や
、
身
体
・
精
神
的
に
負

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

家
庭
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
研
修

担
が
か
か
ら
ず
、
永
続
で
き
る
介
護

技
術
の
方
法
を
習
得
し
ま
す
。

�
11
月
26
日
（木）

福
祉
サ
ー
ビ
ス

と
家
庭
介
護
に
つ
い
て

�
12
月
３
日
（木）

か
ら
だ
の
清
潔
�

�
12
月
10
日
（木）

食
事
の
援
助

�
12
月
17
日
（木）

排
泄
の
お
世
話
・

床
ず
れ
に
原
因
と
予
防

�
12
月
20
日
（日）

講
義
「
痴
呆
性

老
人
の
対
応
に
つ
い
て
」

�
平
成
11
年
１
月
12
日
（火）

心
肺

蘇
生
法
　
基
本
動
作
と
応
用
動
作

対
　
象

①
家
庭
介
護
、
リ
ハ
ビ

リ
研
修
に
関
心
の
あ
る
方

②
老
人
介
護
に
関
心
の
あ
る
方
　

③
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
志
す
方

募
集
人
員

30
人

受
講
料

無
料

締
　
切

11
月
20
日
�

申
込
・
問
合
先
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
（
電
話
43
│
８
１
３
３
）

市
内
の
ス
ナ
ッ
ク
48
店
舗
で
構
成
さ

れ
る
加
西
市
料
飲
組
合
ス
ナ
ッ
ク
部

（
小
池
美
穂
子
部
長
）
よ
り
、
10
月

４
日
（日）
健
康
福
祉
会
館
で
行
な
わ
れ

た
同
部
主
催
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
収

益
金
で
、
市
内
の
小
中
学
校
へ
掃
除

機
15
台
と
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
フ

ッ
ト
マ
ッ
サ
―
ジ
ャ
ー
３
台
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

○匿名 5万円
○匿名 3万円
☆［一般］加西市立善防園へ
○和泉町 衣笠　幸江 2万円
一般預託
○国正町 山田　定雄 2万円
○牡丹（匿名） 1万円

寄贈されたフットマッサ―ジャー（健康福祉会館）

料
飲
組
合
ス
ナ
ッ
ク
部

カ
ラ
オ
ケ
大
会
収
益
金
で

掃
除
機
等
を
寄
贈
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H10.11.1現在（前月比）
人　口／ 52,739（＋3） 世帯数／ 15,578（－1）
男　／ 25,646（＋7） 女　／ 27,093（－4）

57
星型に開いたロート状の花
をつけるマルバルコウソウ

江
戸
時
代
の
末
期
に
熱
帯
ア

メ
リ
カ
よ
り
渡
来
、
日
本
の
暖

地
に
野
生
化
し
て
い
る
帰
化
植

物
で
す
。
ア
サ
ガ
オ
と
同
じ
ヒ

ル
ガ
オ
科
の
１
年
草
で
、
上
か

ら
見
る
と
星
型
に
開
い
た
ロ
ー

ト
状
の
２
セ
ン
チ
大
の
朱
赤
色
の

彩
や
か
な
花
を
つ
け
ま
す
。
花

は
９
〜
10
月
が
ピ
ー
ク
で
す
が
、

11
月
に
入
っ
て
も
道
端
な
ど
に

花
を
た
く
さ
ん
つ
け
た
も
の
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
加
西
市
動
植
物
生
態
調
査
委
員
会
）

KASAIデータバンク

ホームページ http: //www: hyogo. com / kasai

�

加西市だより
市のお知らせやまちの話題を放送
毎週水曜日　午前11時50分～55分

開催日時 12月22日（火）午後6時30分
場　　所 市民会館文化ホール
入場料金 全席自由席 一般3,500円

※高校生以下500円引
入場券取扱所
加西市民会館、各公民館、西村書店、
毛利書店、北条楽器、ジャスコ加西
店、サウンドショップナカヤス
問合先 加西市民会館（電話43-0160）

日　時 12月20日（日）
午後1時30分開場
午後2時開演

場　所 市民会館文化ホール
入場料 無料
演奏曲 �序曲「祝典」

�インスタント・コンサート
客　演 市内4中学校吹奏楽部及び北条

高等学校吹奏楽部員
問合先 団長　林まで（電話42-0423）

加西市吹奏楽団
第7回定期演奏会

マ
ル
バ
ル
コ
ウ
ソ
ウ


